
 

 

産業・雇用対策特別委員会会議記録 

 

産業・雇用対策特別委員長 中平 均 

１ 日時      

 

  平成 23 年１月 19 日（水曜日）      

 

  午前 10 時４分開会、午前 10 時 44 分散会 

 

  （うち休憩 午前 10 時 13 分～午前 10 時 36 分） 

 

２ 場所      

 

  第１委員会室 

 

３ 出席委員    

 

  中平均委員長、小西和子副委員長、吉田洋治委員、渡辺幸貫委員、伊藤勢至委員、 

 

 佐々木博委員、五日市王委員、小野寺研一委員、平沼健委員、工藤勝子委員、 

 

吉田敬子委員、阿部富雄委員 

 

４ 欠席委員    

 

なし 

 

５ 事務局職員   

 

多賀担当書記、髙橋担当書記 

 

６ 説明のため出席した者 

 

  なし 



 

７ 一般傍聴者 

 

  なし 

 

８ 会議に付した事件 

 

  委員会の意見のとりまとめについて 

 

９ 議事の内容 

 

○中平均委員長 ただいまから産業・雇用対策特別委員会を開会いたします。 

 

 なお、伊藤勢至委員はおくれるとのことでありますので、御了承願います。 

 

 これより本日の会議を開きます。 

 

 本日は、お手元に配付いたしております日程により会議を行います。 

 

 当委員会は、本日の委員会が最終の委員会となろうかと思います。つきましては、委員会

がこれまで調査してまいりましたことにつきまして、２月の定例会で報告を行うことにな

りますので、この際、意見の取りまとめを行いたいと思います。 

 

 お手元に、これまでの調査経緯を取りまとめた資料と、報告の骨子案を配付いたしており

ますが、取りまとめに当たり何か御意見はありますでしょうか。随時骨子案をお読みいただ

きまして、２年間の感想も含めて御意見を伺いたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 お目通しはよろしいでしょうか。もしよろしければ骨子案の御意見をいただいてまいり

たいと思います。大変恐縮でございますが、取りまとめの関係上、最初の１ページのほうか

ら御意見を承っていきたいと思います。骨子案の１ページの最初の１をごらんください。委

員会の開催状況のところの検討の案につきまして御意見等ございますでしょうか。 

 

○佐々木博委員 １番の二つ目の丸の２行目、それらの産業が今度視野を広げていく、今度

ではなくて、これ今後ではないか。 

 



○中平均委員長 ほかに御意見ございますでしょうか。もしなければ……。 

 

○渡辺幸貫委員 休憩して雑談してもいいですか。 

 

○中平均委員長 はい。 

 

 では、暫時休憩いたします。 

 

 （休憩） 

 

 （再開） 

 

○中平均委員長 それでは、再開させていただきます。 

 

 産業・雇用対策特別委員会の報告骨子案ですけれども、先に１ページの１番ですね。委員

会の開催状況において、２番目の丸、佐々木博委員から誤字の訂正で、今後ではないかとい

うことでございますので、ここはこのとおり訂正させていただきたいと思います。 

 

 次に、２の現状のほうの表現ですけれども、阿部富雄委員からの御意見もございまして、

依然という文言が続いているという表現については、もしよろしければ後で委員長の文言

整理の際にここを訂正なりして対応させていただきたいと思いますが、それでよろしいで

しょうか。 

 

 （「はい」と呼ぶ者あり） 

 

○中平均委員長 続きまして、２ページですね。阿部富雄委員、吉田敬子委員からお話がご

ざいました、常時雇用の創出が計画どおり進んでいるというこの表現が、これはあくまで県

の計画目標上の表現であってという点、あと常時雇用というこの文言の意味というか書き

方の訂正といいますか、この文言については改めて確認をしながらと考えておりますし、あ

とこの表現も、県の計画は計画としても実態としては違っていると。最後のほうに就職支援

にも取り組んでいるところとあるが、御意見を踏まえて、現実として雇用が厳しいといった

形の表現を入れていきたいと考えますが、いかがでしょうか。 

 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○中平均委員長 続きまして、３の課題のところで、阿部富雄委員から御指摘いただきまし



た、財政が硬直化する懸念されるというこの表現がちょっとおかしかったものですから、こ

こは前後に合うような形で文言の訂正をさせていただきたいと思います。 

 

 続きまして、４の委員会の意見の②、こちらも阿部富雄委員からのお話でした、他山の石

としてという表現自体が不適切ではないかというお話でございました。この点は、もしよろ

しければ、この表現を前後に合うような形で、他山の石という表現ではなく、訂正したいと

思いますが、いかがでしょうか。 

 

 次が４の委員会の意見の③のところでございます。一番最後のまちづくりに対する市町

村及び団体という表現でございますけれども、こちらは吉田洋治委員から、団体だけではな

く民間企業であり、もっと幅を広くとれるような表現をということでございました。この点

につきまして、ここに市町村及び各種団体、民間企業の取り組みに対し、というような形で

の表現にしていけばと思いますが、いかがでしょうか。 

 

 そして、３ページ目に入ってきて、⑦の後、本委員会として要望する、ということになり

ますけれども、ここの前に渡辺幸貫委員からお話しのあったこの２年間の雇用状況であり、

誘致企業の状況、景気動向に大きく左右された雇用状況、こういった点を書きながら、いわ

ゆる今後の方向性なりを入れていったらどうかと、先ほどの渡辺幸貫委員の御意見を踏ま

えてそういった文章を入れるような方向ではいかがでしょうか。どういう文章にするかは

またこれから考えなければならないと思うのですけれども、２の現状の、さっきあった県の

常時雇用云々のところの表現とあわせて、重複しない形の表現になってくるとは思うので

すが、委員会として、雇用に対する意見を出していったほうがいいのではないかという御意

見でございましたので、この点を踏まえて文章を補正したほうがよろしいかと思っており

ました。 

 

 あとは、伊藤勢至委員からお話しのありましたマグネシウムに代表される今後の産業育

成については、例えばこれは４の②の燃料電池のところでも、将来に向けた、２本柱の周辺

分野という表現になっていますけれども、ここにまたもう一点、未来に向けた、先取りした

産業育成の取り組みを推進するという一文を入れるような形でいけばよろしいかと考えて

おったのですが、いかがでしょうか。 

 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○中平均委員長 それでは、あとほかに御意見をいただければと思いますが、御意見はござ

いませんでしょうか。 

 



○五日市王委員 済みません、文言なのですけれども、２ページの４、委員会の意見の①の

「産学官金」、金ってこれは金融機関のことですか。 

 

○中平均委員長 はい。 

 

○五日市王委員 ああ、そうですか。わかりづらいですよね。というか、あまり認知されて

いないのであれば、括弧金融とかのほうがわかりやすいと思うのですけれども。 

 

○中平均委員長 それでは、そこのところは、そうですね。一般的には産学官となっている

表現のほうが多いと思うので……。 

 

○吉田洋治委員 県では金というのを入れているものね。 

 

○中平均委員長 県は入れていますが、ただ一般的にはなかなかまだ、言われるとそのとお

りですので、ちょっと今言った括弧で金融って書くか、もしくは……。 

 

○五日市王委員 金、括弧金融でもいいだろうし。 

 

○吉田洋治委員 と、と入れたらいい。 

 

○中平均委員長 そういう何か説明を入れるような表現に変えたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 

○渡辺幸貫委員 一般の言葉でないのは載せないほうがいいでないの。辞書引いてもない

ような言葉はふさわしくないと思うのだ。 

 

○中平均委員長 そうすれば、ここは産学官と金融が連携しとか、そうすればスマートです

かね。そのような形で訂正させていただきます。 

 

 ほかに御意見ございませんでしょうか。よろしいですか。 

 

 それでは、ただいまの御意見を参考にさせていただきまして、報告を行いたいと思います。

ただいまの意見、発言いたした点を踏まえながら、詳細については当職に御一任をお願いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 



 

○中平均委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 

 それでは、先ほども申し上げましたが、本委員会の調査は、本日をもって最後になるかと

思いますので、この際、一言ごあいさつを申し上げます。 

 

 当委員会は、平成 21 年に設置以来、本日に至るまで、付託事件につきまして終始熱心に

調査を積み重ねていただきましたことに対し、心から敬意を表するところでございます。 

 

 また、委員各位の御協力によりまして、委員長の職責を無事果たし得ましたことに対しま

しても、深く感謝を申し上げます。２年間本当にありがとうございました。 

 

 それでは、以上をもちまして本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれをもって散

会いたします。どうも御苦労さまでございました。 


